


























































































































る（図 3）。スタート地点 Aは，ラインセンター B
から伸びる直線と台形の地上絵がクロスする地点
とした。また，ラインセンター間の距離注3）は，A
と B間で約 3340m，Bと C間で約 5170m，Cと D









































表 3−1 から表 3−4 に各ラインセンター間を歩
行した際の各被験者の歩行所要時間と平均歩行速
度を示す。表 3−1 のスタート地点 Aからライン
センター Bの歩行した結果であるが，所要時間
は，41.8 min〜44.6 minであり，平均で 43.20 min
で あ っ た。ま た 平 均 歩 行 速 度 は，1.28
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要時間は，59.4 min〜61.4 min であり，平均で
60.25 min であった。また平均歩行速度は，1.30
m/sec〜1.34 m/sec（4.67 km/hour〜4.81 km/
hour）であり，平均で 1.319m/sec（4.750 km/hour）
であった。図 4 のラインセンター Cからライン
センター D までの歩行軌跡を見ると，被験者 3
人の歩行軌跡は合わさりほぼ一致しており，直線
上から大きく逸れたり，道に迷ったような軌跡は
見られない。最後に表 3−4 のラインセンター D
から E の歩行した結果であるが，所要時間は，
35.2 min〜39.7 minと幅があり，平均で 37.89 min
で あ っ た。ま た 平 均 歩 行 速 度 は，1.21 m/
sec〜1.37 m/sec（4.37 km/hour〜4.93 km/hour）







































































































































た。図 5 および図 7 に歩行中のビデオ映像を示
す。図 5 のスタート地点 Aのスタート直後では

































































1.30 m/sec〜1.34 m/secであった。第 1報6）での
結果では，高速で歩行した被験者 1名を除き，他
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Transferring Between Line centers at Nasca Upland (2nd Report):
Walking North-South Feasibility Study
HONDA Kaoru
(Professor, Psychology & Information, Cultural Systems Course)
MONMA Tadasuke
(Researcher, Faculty of Literature and Social Sciences)
This paper describes an experiment seeking to prove the possibility of walking in a straight line between
two line centers in the Nasca upland in Peru: specifically, the feasibility of walking in a north-south direction
without losing oneʼs way. Results showed that: (1) it was possible to walk all four routes connecting line
centers, (2) even at places prone to flooding it was possible to construct walkways.
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